
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

¢ 
HヽIJIKAWA 

写四

わき上がる風てロマンの町づくり

（
 

No.139 ーヽ
ノ

風の彫刻家

創作活動開始

はるばるイギリスより、彫刻家のト ニーイーストマソさんが来町され

「風」と「龍」のモニュメソト作りに取組まれています。

（詳しくは、 11月号に掲載）
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～足るを知るべし～＿＿＿＿i
今
年
は
、
未
曽
有
の
猛
暑
、
少
雨
そ
し
て
渇
水
と
い
う
異
常
気
象
の
中
で
、

「
人
々
の
く
ら
し
と
水
」
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
上
し
、
こ
と
に
渇

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
建
設
も
重
要
な
課
題
の
一
っ
と
し
て
と
り
ざ
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
山
鳥
坂
ダ
ム
は
八
月
＿
日
に
「
ダ
ム
基
本
計
画
」
が
決
ま

り
、
ダ
ム
建
設
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
ダ
ム
問
題
を
、

「
ポ
ス
ト
山
鳥
坂
ダ
ム
」
と
し
て
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
、
私
た
ち
が
地
元
水
源
地
域
の
町
や
住
民
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
か
。

そ
れ
を
ダ
ム
建
設
が
意
味
す
る
も
の
、
ダ
ム
建
設
が
も
た
ら
す
光
と
影
、
ダ

ム
完
成
後
の
課
題
な
ど
に
視
点
を
お
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

臼

台
風
二
十
六
号
は
、

僅
か
で
も
恵
み
の
雨

を
運
ん
で
く
れ
て
、

山
の
草
木
も
生
物
も

人
心
も
、
少
し
ば
か

り
元
気
を
取
り
戻
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
松
山
地

方
の
渇
水
は
依
然
と

し
て
続
い
て
お
り
、

断
水
解
消
の
目
処
は

未
だ
た
つ
見
通
し
も

な
く
、
市
民
の
不
安

を
な
お
駆
り
立
て
て

い
ま
す
。

今
年
の
水
不
足
は

特
に
西
日
本
に
集
中

し
ま
し
た
が
、
中
で

も
言
わ
れ
て
久
し
い

全
国
十
大
水
不
足
地

帯
で
あ
る
高
松
、
福

岡
、
そ
し
て
松
山
の
惨
状
は
こ
と
の

ほ
か
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
人
々
の

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
ま
で
変
え
て
い

く
よ
う
な
深
刻
な
実
態
が
あ
り
ま
す
。

渇
水
被
害
は
日
ご
と
に
増
大
し
、

愛
媛
県
で
も
松
山
市
、
伊
予
市
、
今

治
市
を
中
心
に
、
工
場
で
は
操
業
停

止
、
料
理
飲
食
店
で
は
休
業
ま
た
は

営
業
時
間
の
短
縮
を
余
儀
無
く
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
物
で
は
ミ
カ

ソ
、
水
稲
な
ど
多
種
に
及
び
、
県
下

の
被
害
総
額
は
五
十
四
億
円
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
は

中
間
の
数
値
で
す
。

一
方
、
市
民
生
活
に
お
い
て
は
、

物
に
よ
る
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
が
叫
ば

れ
、
水
洗
ト
イ
レ
や
全
自
動
洗
濯
機
、

最
新
式
の
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
、
大
型

高
級
車
の
普
及
、
そ
し
て
共
同
ビ
ル
、

マ
ソ
シ
ョ
ソ
の
急
増
な
ど
、
水
に
ど
っ

ぷ
り
つ
か
っ
た
都
市
生
活
の
変
貌
の

(1) 

中
で
の
断
水
は
、
家
庭
生
活
の
隅
々

に
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
及
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
史
上
空
前
と
も
思
え
る

渇
水
騒
動
の
中
で
、
先
般
国
土
庁
か

ら
「
水
資
源
白
書
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
ほ
ど
の

規
模
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
雨
現

象
は
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
続
い
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界

的
な
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
の
影

轡
に
よ
る
渇
水
の
頻
度
は
、
昭
和
三

十
一
年
以
降
の
二
十
年
間
で
は
十
年

に
一
回
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
の

二
十
年
間
で
は
四
年
に
一
回
の
割
合

で
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

よ
う
な
渇
水
の
頻
度
は
こ
れ
か
ら
年
々

高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
警
告
し
て

い
ま
す
。

異
常
渇
水
が
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん

多
く
な
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
飲
み
水
に
困
る
こ
と
は
当

然
で
す
。
そ
れ
も
苦
肉
の
策
で
何
と

か
量
は
確
保
で
き
た
と
し
て
も
質
が

問
題
で
す
。
今
年
の
松
山
地
方
の
よ

う
に
大
間
生
活
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
影

轡
は
必
至
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
環
境
や
自
然
の

生
態
系
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な

く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
河
川
に
水
が
流
れ
な
く

な
る
と
ど
う
な
る
か
。
生
物
は
住
む

場
所
を
失
っ
て
斃
死
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
緑
豊
か
な
山
々
も
田
ん
ぼ

や
畑
も
、
そ
し
て
心
の
安
ら
ぎ
を
求

め
る
公
園
も
す
べ
て
枯
野
原
と
化
し
、

人
間
も
河
川
の
生
物
に
近
い
状
態
に

｀ 
しゴ ” 

渇水は 4年に 1回やってくる

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

先
ご
ろ
、
国
に
お
い
て
「
気
象
情

報
士
」
な
る
も
の
の
資
格
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
試
験
の
受
験
者

は
全
国
で
三
千
数
百
人
に
の
ぽ
っ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

資
格
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
民

間
で
気
象
情
報
の
発
表
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は

何
を
物
語
る
の
で
し
ょ
う
か
。

企
業
が
、
年
間
の
生
産
計
画
を
立

て
る
場
合
、
そ
の
年
の
天
気
予
報
を

無
視
し
て
は
営
業
活
動
が
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
従
っ
て
企
業
で
は
生
産
活

動
と
気
象
情
報
は
不
離
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
情
報
収
集
を

非
常
に
大
切
に
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
気
象
情
報
の
収

集
は
企
業
の
み
な
ら
ず
広
範
囲
に
及

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
問
が
営

む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
気
象
情
報
を

無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
た
の
で
す
。
即
ち
、
そ
こ
に
異
常

気
象
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
年
の
夏
、
猛
暑
と
渇
水
の
中
で
、

人
々
は
水
の
あ
り
が
た
さ
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
友
情
の
水
」
「
善
意
の
井
戸
」
と
い
っ

た
言
葉
も
耳
タ
コ
の
ご
と
く
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
び

に
渇
水
対
策
が
論
じ
ら
れ
、
雨
水
の

活
用
や
海
水
の
淡
水
化
、
ダ
ム
相
互

間
の
利
活
用
方
策
、
新
し
い
ダ
ム
の

築
造
な
ど
ァ
イ
デ
ィ
ア
も
沢
山
出
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
を
見
る

に
つ
け
、
足
ら
ざ
る
を
補
う
た
め
だ

け
の
い
た
ち
ご
っ
こ
を
常
に
繰
り
返

し
な
が
ら
、
人
々
の
豊
か
さ
便
利
さ

へ
の
飽
く
な
ぎ
追
及
の
果
て
が
、
給

水
所
か
ら
バ
ケ
ツ
で
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ

と
お
湯
の
よ
う
に
な
っ
た
水
を
汲
む
。

何
と
も
キ
ッ
カ
イ
な
現
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

本
当
の
水
の
あ
り
が
た
さ
、
そ
れ

は
、
冬
に
水
を
汲
め
ば
温
か
い
水
が

出
る
。
夏
に
は
逆
に
冷
た
い
水
が
出

る
。
と
て
も
寒
い
風
花
の
舞
う
季
節

こ
そ
寒
水
に
一
段
と
味
が
増
す
。
常

に
水
が
四
季
を
語
っ
て
く
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
水
体
験
は
、
今
の
時

代
に
は
も
う
古
く
て
、
「
豊
か
さ
」
と

は
言
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
お
の
れ
の
姿
を
水
に
写
し
て
、

い
ま
こ
そ
原
点
を
よ
く
見
つ
め
て
み

ょ
。
」
天
が
大
声
で
叫
ん
で
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。



(3)@。〗®。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 躙麟

◎
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

部
改
正
に
つ
い
て

＂
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
の
選

任
で
、
谷
本
幸
治
氏
（
肱
川
町
大
字

名
荷
谷
三

0
七
八
番
地
）
が
再
任
さ

れ
た
。

◎
肱
川
町
予
子
林
地
区
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

モ
デ
ル
温
室
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造
改
善

事
業
で
整
備
し
た
肱
川
町
予
子
林
地

区
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温
室
の
設

置
に
伴
い
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て

着々と工事が進められている省エネルギーモデル温室

0

風
の
博
物
館
等
施
設
管
理
運
営
費

二
百
二
十
万
七
千
円

0

新
し
い
町
創
造
費

一
千
八
百
十
八
万
二
千
円

二
億
四
千
八
百
万
円
が
可
決
さ
れ

こ。t
 主

な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

◎
平
成
六
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

差
引
額

二
億
一
千
九
百
九
十
三
万
五
千
九

百
九
十
六
円

歳

出

◎
八
幡
浜

・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

六

十

億

九

百

三

十

一

万

七

千

二

百

圏

組

合

規

約

の

変

更

に

つ

い

て

四

十

九

円

歳

入六
十
二
億
二
千
九
百
二
十
五
万

千
二
百
四
十
五
円

第
二
五
七
回
肱
川
町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
人
事
案
件
＿
件
、
議
案
九
件
が
上
程
さ
れ
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
ま
た
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

伴
い
、
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。

主
な
も
の
は
、
出
産
育
児
一
時
金

が
、
二
十
四
万
円
か
ら
三
十
万
円
に

改
め
ら
れ
た
。

八
幡
浜

・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
が
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
に
選
定

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
が
変
更

さ
れ
た
。

（

総

決

算

額

）

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
（
四

件
）
の
決
算
が
認
定
さ
れ
た
。

◎
平
成
五
年
度
肱
川
町
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◎ 
れ一別平一険鼠
た千会成千特成
° 百計六万別六

ご開孟凰胄i
喜 羹靡 』 慧開
； 合は ； 畜闘
凰亘菜ぢ竺且
悶喜 竺喜

No. 〈オ又け切プXK孔，＠—

◎
地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助
制

度
に
関
す
る
意
見
書

制
度
の
維
持
存
続
の
た
め
、
三
項

目
に
つ
い
て
政
府
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
、
原
案
ど
お
り
採
択
し

こ。t
 平

成
六
年
度
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
大
谷
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施

設
配
管
（
第
五
期
）
工
事
が
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

0

県
単
独
事
業
費

五
千
五
百
五
十
万
円
な
ど
。

0

林
業
費

三
千
五
十
万
九
千
円

0

農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
費

三
千
五
十
万
円

0

農
業
緊
急
安
定
対
策
事
業
費

一
千
八
百
八
十
二
万
二
千
円

＼
 

犬

が

だ

い

す

ぎ

お

外

だ

い

す

き

音

楽

だ

い

す

き

体

操

だ

い

す

き

で
も
一
番
好
き
な
の
は

お
姉
ち
ゃ
ん
。

み
さ
き

瀧
野
美
咲
ち
ゃ
ん
（
中
居
谷
）

平
成
4
年
8
月
30
日
生

2
歳
1
か
月

み
い
ち
ゃ
ん
で
す
。
私
は
、

お
て
ん
ば
で
お
父
さ
ん
の
バ
イ

ク
に
乗
る
の
が
大
好
き
で
す
。

女
の
子
ら
し
い
所
は
、
ぬ
い
ぐ

る
み
と
動
物
が
大
好
き
で
、
い

つ
も
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
ま
ま

ご
と
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

お父さん
隆志さん

お母さん
亨子さん

お父さん
博隆さん

お母さん
くるみさん

平
成
4
年
8
月
2
6
日
生

2
歳
1
か
月



＠。隠）。絢 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 躙麟 (4)

世
代
と
世
代
の
支
え

「
年
金
は

合
い
」こ

れ
か
ら
本
格
的
に
訪
れ
る
超
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
、
公
的
年
金
制

度
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
く
な
っ

て
き
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代

の
支
え
合
い
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
制
度
な
の
で
す
。

こ
の
大
切
な
制
度
を
安
定
的
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
「
家
族
間
扶

人
生
八
十
年
時
代
を

迎
え
た
現
在
、
今
後
予

想
さ
れ
る
超
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
老
後
生

活
の
安
定
を
社
会
全
体

で
考
え
、
お
互
い
に
助

け
合
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
、

公
的
年
金
制
度
の
国
民

年
金
は
、
老
後
の
所
得

保
障
と
し
て
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
国
民
全

員
が
加
入
し
保
険
料
を
納
め
て
、
お

年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、
自
分
た
ち

が
年
を
と
る
と
、
次
の
世
代
の
人
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
「
世
代
と
世

10月は

国民年金制度推進月問

場

萬直¢ご箪力</、ご至＼入）
日時 11月10日（木）

10: 00~12: 00 
13: 00~15: 00 
保健センター駐車場所

献血の話Q&A

Q:献血の際に、病気がうつされるようなことは

ありませんか？

A:献血をするときに使われる針や血液のバック

などは、献血者 1人ごとに新しいものと交換さ

れますので、ほかの献血者から肝炎やエイズな

どの病気がうつる心配は絶対にありません。

Q:献血方法は？

A ：献血は①200m嘩血②400叫献血③成分献血、

この 3つから選ぶことができます。

Q:献血後、すぐにはふだんの生活にもどれない

のではありませんか？

A: 1回の献血量は、全血採血のときは200"-'400

叫、成分献血では300"-'600叫です。この程度の

量なら献血後の車の運転、軽いスポーツもさし

つかえありません。赤血球をとらない成分献血

ですと、からだへの負担はさらに少なくてすみ

ます。

Q:献血の結果、病気が発見されて不利益を受け

ることはないのでしょうか？

A:血液セソターでは、献血者の健康管理に役立

つよういろいろな検査を行っています。その結

果は、献血者本人にお知らせしますが、そのこ

と以外に用いることはありません。かえって、

気がつかなかった病気が発見されることにより C 

早く適切な治療を受けることが可能となります。

一
自
分
自
身
の
安
定
し
た
老
後
生
活
を

・
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

．
 

．
 

-
す
°

．
 

i

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
老
後
を

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

養
」
か
ら
「
世
代
間
扶
養
」
へ
の
国
民
~

一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
変
化
が
必
要
~．

 

で
す
。

i

．
 

．
 

．
 

．
 

”
皆
さ
ん
“

い
つ
か
必
ず
支
え
ら
れ
る
年
が
来
~

ま
す
。

i

．
 

年
金
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
く
だ
~． 

さ
い
。

i

．
 

．
 

そ
し
て
、
年
金
は
自
分
が
主
人
公
~

．
 

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
-．
 

．
 

．
 

．
 

く
だ
さ
い
。

．
 

．
 

．
 

．
 

代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組
み
で
す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
現
在
の

お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

年

金

週

間

平
成
6
年
11月
6
日
し

11
月
1
2
日
ま
で

10月から入院時の患者負担が変わりました
〇 先般の医療保険制度の改正により、平成6年10月1日から、

入院中の患者さんには、「入院中の食事に係る負担」を医療機

関の窓口でお支払いいただくことになりました。

入院時の食事についての負担額（平成6年10月～平成8年9月）

1 日につき600円

ただし、次の1及び2の場合には、それぞれ以下の金額に軽

減されます。

1.町民税非課税の世帯に属する方等で、負担額の減額認定を

受けている場合
ー 日 450円

く過去1年間の入院日数が90日（平成6年10月1日以降の

ものに限る）を越えている場合＞， 日 300円

2.町民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福祉年金を受給

している場合 1 日 200円

0 上記の1及び2に該当する方は、役場の発行する減額認定

証を、被保険者証等に添えて医療機関の窓口に提出すること

によリ、減額が受けられます。

’`〇 詳しいことは役場老人医療係までお問い合わせください。

写 真で見る今月の出来事

;［ 

一
年

金

だ

よ

り

一

「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
」

迎
え
る
た
め
に
、
国
民
年
金
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
若
い
時
か
ら
し
っ

か
り
と
し
た
老
後
の
生
活
設
計
を
し

ま
し
ょ
う
。

9
/
3
し

12

有
害
鳥
獣
駆
除

い
の
し
し
二
頭
射
と
め
る



(5)＠。iR。錮 ， 仕事や生活に夢をもって

｀ 防火ポスター展について

秋の火災予防運動が11月9日か

ら11月15日まで行われます。

その火災予防運動の一環として、

大洲市・喜多郡内の小学校児童に

よる防火ポスター展を開催します

ので是非ご観賞ください。

日 時 平成 6年11月9日

~11月15日

場 所 大洲市若宮

大洲市総合体育館

1階ロビー

豊かなまちをつくります （町民憲章） 靡額尋

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
九
月
二

十
六
日
、
滝
山
の
赤
い

鳥
居
前
で
、
交
通
安
全

b"

協
会
肱
川
支
部
婦
人
部

が
中
心
と
な
り
、
役
員
・

大
洲
警
察
署
の
皆
さ
ん

が
交
通
茶
屋
を
開
き
、

ヤ
ク
ル
ト
や
ア
メ
等
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、

安
全
運
転
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

年
々
交
通
事
故
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と

り
が
安
全
運
転
に
心
が

け
肱
川
町
を
事
故
の
な

d
 

い
住
み
よ
い
町
に
し
ま

し
ょ
う
。

i{‘

事
敵
は
瞬
圃

ペ
ル
ト
は
園
薗

安全運転とシートベルト着用を呼びかけ

秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
初
日
の
九
月

二
十
一
日
大
洲
警
察

署
と
大
洲
交
通
安
全

協
会
で
は
、
オ
ー
ト

バ
イ
や
サ
イ
ド
カ
ー

で
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、

大
洲
市
役
所
前
で
出

発
式
が
あ
り
、
長
浜

か
ら
肱
川
へ
と
事
故

防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
徹
底
を
訴
え

ま
し
た
。

又
、
ミ
ス
・
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
か
ら
肱
川
町
長
に
セ
ー
フ

テ
ィ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
が
あ
り
、

こ
の
あ
と
、
白
バ
イ
を
先
頭
に
サ
イ

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察

審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

ご

ぞ
ん

Hバイ・サイドカー
交通妥全パレー

で
ド

選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
大
洲
八
四
五

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

ニ
四
ー
ニ
0
三
八
ヘ

じ
で
す
か

検

察

審

査

会
ー・

シートベルト着用などを呼びかけ交通安全パレード

ド
カ
ー
や
、
オ
ー
プ
ソ
カ
ー
合
わ
せ

て
二
十
六
台
が
パ
レ
ー
ド
し
て
見
物

の
人
達
も
こ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

9
/
2
5
中
居
谷
で
模
擬
火
災
訓
練

（
第
四
分
団
・
支
署
）

1
0
/
2
中
野
小
学
校
の
運
動
会

5
し

6
年
生
に
よ
る

m
m走



＠。~®。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 霧 瞬 (6)

道後「放生園」に出来た「からくり時計」

松
山
地
区
肱
川
会
と
肱
川
町
と
の

共
催
で
実
施
し
て
い
る
「
ひ
じ
か
わ

イ
ベ
ン
ト
松
山
広
場
」
を
今
年
も
九

月
二
十
三
日
に
松
山
市
道
後
駅
前

「
放
生
園
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
肱
川
町
の
地
酒
「
風
の

里
」
で
鏡
開
き
を
行
っ
た
後
、
午
前

十
時
か
ら
山
鳥
坂
し
め
神
楽
の
公
演

や
も
ち
ま
き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

特
産
品
及
び
町
内
で
栽
培
し
た
野
菜

の
販
売
、
な
つ
か
し
い
ド
ソ
パ
ソ
の

実
演
、
肱
川
栗
の

P
R
、
即
売
等
を

｀
行
い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
水
不
足
で
大
変
苦

労
さ
れ
て
い
る
中
で
の
実
施
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
恒
例
の
行
事
と

じ
て
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
、
肱
川

I , 

’̀  ・ 9,  ＂ 

泣― ”-III‘‘ 
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匹 ． 悶i¥!!！濃ii’91,;9:'灼I!，＼

大変好評だった野菜の販売

町
の

P
R
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

尚
、
今
年
は
道
後
温
泉
本
館
百
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま

し
た
。

恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
た

「
ひ
じ
か
わ
イ
ベ
ン
ト
松
山
広
場
」

lお年玉つき年賀はがき

11月 1日から発売 J
今
年
十
一
月
十
四

日
に
満
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
上
嵯
峨
谷
、

高
橋
安
一
さ
ん
に
対

し
、
敬
老
の
日
を
記

念
し
て
内
閣
総
理
大

臣
よ
り
祝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
明
治

二
十
七
年
生
れ
で
、

元
気
に
農
業
を
営
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
最

近
は
病
気
の
た
め
寝

た
ぎ
り
の
状
態
が
多

く
な
り
、
家
族
の
温

か
い
介
護
を
受
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

年
賀
状
は
、
日
頃
ご

無
沙
汰
し
て
い
る
方
々

や
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
へ
年
頭
の
あ
い
さ

つ
を
取
り
交
わ
す
「日

本
の
よ
ぎ
伝
統

・
よ
き

文
化
」
と
な
っ
て
い
ま

す。
お
年
玉
付
年
賀
葉
書

は
、
無
地
と
絵
柄
入
り
が
あ
り
ま
す
。

絵
柄
入
り
は
、
寄
附
金
付
年
賀
葉

書
(55
円
）
で
、
全
国
版
二
種
類
と
愛

媛
県
版
で
す
が
、
枚
数
に
限
り
が
あ

り
、
ご
注
文
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
早
目
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

只
今
、
郵
便
周
と

切
手
類
販
売
所
で

予

約

受

付

中

！

”
肱
川
郵
便
局
か
ら
お
願
い
“

百歳の高橋安ーさんに

内閣総理大臣より祝状

今
後
共
、
心
安
ら
か
な
日
々
を
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す。

•
，
へ
唸
勺

高
玲
安

一
紋

1
-ャ
↑
『
・
ヤ

5
,
9
:

3・l

~
合
『

合
が

羹

迂
が
i
i訊
に
度
賀

に
セ
え
1
せ
I
t

孜
老
5
日
・
，
劣
た
り

：
一
こ
に

記
令
品
を
抑
11
こ
れ
を

税
；
ふ
＇

キ
・
｛
大
＋

1
1十
上

u

府
戎
念

材
山
＄
市

10月は「労働保険適用促進月間」です！

「労働保険」に加入していますか！
事業主の皆さん、従業員を一人でも雇用している

場合は、労働保険（雇用保険＋労災保険）に加入しな
ければなりません。まだ加入されていない事業主の

方は、今すぐ加入の手続きをしましょう。
詳しいことはお気軽に安定所までご相談ください。

ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191

10月は「高年齢者雇用促進月間」です！

高年齢者の方を雇用されていますか！
事業主の皆さん、高齢化が急速に進んでいます。

高年齢者の方を一人でも多く雇用しましょう。
高年齢者の方を安定所の紹介で雇用された場合は、

助成金が支給されますのでご活用ください。
詳しいことはお気軽に安定所までお問い合わせく

ださい。 ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191



(7) @。箇）。領） 槌＠ 饂額尋

肱
川
町
社
協
で
は
、
在
宅
ね
た
き

り
者
を
対
象
に
紙
お
む
つ
の
一
部
を

無
料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
在
宅
で
長
期
に
わ
た
り
、
ね
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
人
に
、
紙
お
む

つ
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
と
介
護
者
の
肉
体

的
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
九
月
末
現
在
、
二
十
人
の
方
々

紙
お
む
つ
の

支
給
に
つ
い
て

肱
川
町
、
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
毎
年
、
町
内
に
在
住
さ
れ

て
い
る
満
七
十
歳
以
上
で
独
居
老
人

の
方
々
に
「
ま
ご
こ
ろ
、
ゆ
う
パ
ッ

ク
」
を
九
月
十
五
日
に
贈
り
ま
し
た
。

町
内
に
五
十
七
人
お
ら
れ
る
方
々
に
、

日
用
品
・
し
好
品
な
ど
を
詰
め
合
わ

せ
た
小
包
み
を
贈
り
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
お
元
気
に
す
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。
尚
、
こ
の
費
用
は
、
肱
川
町
と
共

同
募
金
の
一
般
配
分
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
共

が
支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
紙

お
む
つ
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
民
生
委
員
さ
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
・

エ
ア
マ
ッ
ト
・
車
イ
ス
・
マ
ッ
ト
レ

ス
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
こ
の
日

常
生
活
貸
出
用
具
及
び
紙
お
む
つ
の

費
用
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ご

こ
ろ
金
庫
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
浄

財
で
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

同
募
金
は
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
ゆ
う
パ
ッ
ク
贈
る

⑮ 
社
協
だ
よ
り

肱川町社会福祉協議会
匹 (0894)34-2340 
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。
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第
二
十
一
回
身
体
障
害
者
中
・
四

国
大
会
が
九
月
六
日
広
島
市
厚
生
年

金
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会
か
ら
十

一
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
新
た
に
制
定
さ
れ

た
「
障
害
者
基
本
法
」
の
下
に
、
中
・

四
国
地
区
身
体
障
害
者
の
自
立
更
生

及
び
、
自
助
努
力
高
揚
と
、
相
互
の

友
情
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
福
祉

施
策
の
向
上
並
び
に
障
害
者
に
対
す

る
社
会
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
。

喜
多
郡
の
百
人
の
会
員
が
出
発
し
、

江
田
島
海
軍
兵
学
校
跡
、
宮
島
、
広

島
市
の
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
日
頃
、
県
外
へ
出
る
機
会
の
少

な
い
会
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
一
泊

二
日
の
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

中
•
四
国
大
会
参
加

ー
身
障
者
更
生
会
ー

郡
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

1
S
4
位
長
浜
老
独
占

こ
と
ぶ
き
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

1
月
15
日

風

博

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
同
会
場
に
て
、
趣
味
の
作
品
展
も
併

十
一
月
十
五
日
に
風
博
で
、
こ
と
ぶ
せ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
二
市
三
郡

き
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
作
品
を
一

た
し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
堂
に
集
め
て
の
開
催
で
す
か
ら
、
す

あ
ち
ゃ
ん
の
文
化
祭
で
す
の
で
多
数
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
ご
近
所
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
ご
鑑
賞

内
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
十
一
月
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間

給
食
サ
ー
ピ
ス
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
ー
三
月
）
ま
で
月
一
回
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
老
人
を
対
象
に
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度

は
約
五
十
人
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
と
し
よ
り
か
ら
は
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

九
月
二
十
七
日
に
喜
多
郡
老
人
ク

ラ
プ
連
合
会
主
催
の
、
第
二
回
ク
ロ
ッ

ケ
ー
大
会
が
町
民
グ
ラ
ソ
ド
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
の
影
響

で
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
選

手
の
熱
気
で
雨
も
降
ら
ず
、
無
事
終

わ
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。
郡
内
よ

り
三
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
藤
岡

老
連
会
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
白
熱

し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
リ
ー

グ
戦
の
勝
者
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト

戦
に
進
み
、
一
位
か
ら
四
位
ま
で
長

浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
が
独
占
し
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
も
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

大
谷
B
チ
ー
ム
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ソ
ト
戦
に
進
み
ま
し
た
が
、
一
回
戦

で
敗
退
い
た
し
ま
し
た
。
郡
内
の
ク

ロ
ッ
ケ
ー
仲
問
、
試
合
の
談
義
に
話

も
は
ず
み
、
楽
し
い
一
日
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
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日
光
方
面
へ
の
旅

行
は
、
昭
和
二
十
九

年
「
柴
運
丸
の
沈
没

の
年
」
喜
多
郡
の
遺

族
会
で
、
一
度
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
草
津
・
浅

間
温
泉
は
初
め
て
な

の
で
、
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

題
記
の
旅
行
出
発

は
六
時
三
十
分
役
場

前
を
出
発
、
松
山
空

港
へ
と
向
か
う
。
空

港
に
て
添
乗
員
と
同

行
、
九
時
四
十
五
分

機
中
の
人
と
な
り
羽

田
に
七
十
分
後
到
着
。

観
光
バ
ス
ニ
ュ
ー
・
東

京
に
乗
車
、
車
輛
ナ

ソ
バ
ー
三
八
八
八
に
乗
込
み
鬼
怒
川

温
泉
へ
と
向
か
う
。
ガ
イ
ド
さ
ん
は

女
性
シ
ャ
ソ
は
シ
ャ
ソ
で
も
お
ば
、
ソ
ャ

ソ
で
あ
る
。
当
日
は
日
曜
日
と
あ
っ

て
澁
滞
も
な
く
、
予
定
よ
り
一
時
間

も
早
く
鬼
怒
川
温
泉
に
到
着
。
部
屋

割
後
、
早
速
入
浴
す
る
。
夜
の
シ
ョ
ー

は
若
い
英
国
人
で
、
ド
ル
を
持
参
し

た
人
は
モ
テ
モ
テ
だ
っ
た
ら
し
く
、

部
屋
に
帰
っ
て
も
典
奮
し
て
眠
れ
ず

風
呂
に
行
く
始
末
。
お
か
げ
で
私
達

も
眠
気
を
邪
魔
さ
れ
、
朝
の
眠
た
か
っ

た
こ
と
：
・・:
0

朝
風
呂
に
と
急
ぐ
。
話
を
聞
い
て

み
る
と
割
り
勘
で
は
割
に
合
わ
な
か
っ

た
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

鬼
怒
川
の
渓
谷
美
は
素
晴
ら
し
く

日
光
東
照
宮
に
近
く
、
地
の
利
を
得

て
北
関
東
で
も
利
用
客
が
多
い
。
名

湯
収
容
人
員
は
本
館
―
二

0
0名、

予

子

林

増

田

虎

雄

息息息息息息＆晶息息息息息息息

介の楽参ら月浅
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農

林

だ

よ
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別
館
八

0
0名
、
本
日
の
客
は
五
〇

0
名
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
ホ
テ
ル
眼

下
に
は
鬼
怒
川
の
流
れ
、
向
こ
う
側

に
は
東
電
の
パ
ワ
ー
テ
テ
ィ
シ
ョ
ソ

の
水
圧
鉄
管
が
見
え
る
。
鉄
管
の
太

さ
落
差
か
ら
見
て
、
私
の
感
で
は
五

千
k
W
前
後
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

穏
や
か
な
る
川
が
な
ん
で
鬼
怒
川
な

ん
て
名
づ
け
た
か
ガ
イ
ド
に
聞
き
忘

れ
た
の
が
残
念
か
ら
げ
ま
し
た
。

二
日
目
は
田
母
沢
御
用
邸
「
現
日

光
博
物
館
」
見
学
。
病
弱
で
あ
っ
た

大
正
天
皇
の
住
ま
わ
れ
た
家
跡
で
あ

る
。
昭
和
天
皇
も
、
学
習
院
初
等
科

時
代
疎
開
さ
れ
、
寒
い
冬
を
す
ご
さ

れ
た
と
説
明
あ
り
。
三
種
の
神
器
を

置
か
れ
て
い
た
、
一
段
と
高
い
床
の

間
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
閲
見

の
間
執
務
部
屋
二
階
の
寝
室
、
皇
后

様
が
渡
ら
れ
た
廊
下
、
別
棟
の
皇
后

様
の
住
ま
わ
れ
た
棟
は
は
る
か
遠
方

に
窓
よ
り
見
え
る
。
何
処
か
の
修
学

旅
行
の
生
徒
が
入
っ
て
来
た
の
で
、

急
い
で
東
照
宮
へ
と
向
か
う
。
こ
こ

で
記
念
撮
影
を
と
る
。
五
十
年
間
は

お
か
げ
が
あ
る
と
云
う
鈴
を
買
い
求

め
る
。
東
照
宮
と
は
云
え
ど
も
国
家

の
援
助
が
な
い
の
か
独
立
採
算
性
な

の
か
商
売
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
。
奥
の

奥
ま
で
進
み
店
子
さ
ん
の
説
明
を
聞

く
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
俗
に
い
う

お
守
り
の
押
し
う
り
で
あ
る
。
出
ロ

で
の
買
う
人
は
余
り
い
な
い
、
神
だ

の
み
で
は
効
果
の
な
い
こ
と
を
皆
悟
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
東
照
宮
全
部

の
建
物
、
全
体
み
こ
し
も
含
め
て
現

在
の
金
に
換
算
す
れ
ば
、
四
百
億
は

か
か
る
だ
ろ
う
の
説
明
あ
り
。
鳥
居

に
は
す
そ
に
蓮
の
葉
の
模
様
が
彫
刻

し
て
あ
り
、
お
宮
と
お
寺
が
一
緒
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
然
と
判
る
。
俗
に

云
う
神
仏
は
一
体
で
あ
る
。
こ
れ
で

納
得
、
死
ね
ば
仏
様
で
も
あ
り
又
神

様
で
も
あ
る
の
で
す
。

昼
食
後
い
ろ
は
坂
四
十
八
と
云
う

ヘ
ア
ピ
ソ
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
な
が
ら
、

華
巖
の
滝
に
向
か
。
台
風
二
十
六
号

の
雨
で
滝
の
水
は
す
ご
く
、
見
物
台

に
い
て
も
し
ぶ
き
に
濡
れ
る
し
ま
つ

で
あ
る
。
自
殺
の
名
所
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
さ
て
何
処
か
ら
飛
び
込
む

の
だ
ろ
う
か
と
探
し
た
が
、
見
当
た

ら
な
い
。
心
霊
写
真
で
も
と
れ
る
か

も
知
れ
な
い
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

が
、
モ
ヤ
と
し
ぶ
き
で

心
霊
写
真
の
影
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。
写
真
の
焼

き
付
け
が
楽
し
み
で
あ

る。
中
禅
寺
湖
を
左
眼
下

に
眺
め
な
が
ら
金
精
峠
゜

戦
場
ケ
原
を
左
右
に
眺

め
な
が
ら
草
津
温
泉
へ

と
急
ぐ
°
”
草
津
よ
い

と
こ一

度
は
お
い
で
“

と
唄
わ
れ
て
い
る
草
津

温
泉
は
白
根
火
山
東
麓

標
高
―
二

0
0米
に
広

が
る
関
東
一
の
名
湯
゜

旅
館
廻
り
の
踊
り
子
さ

ん
の
シ
ョ
ー
あ
り
。
踊

り
子
さ
ん
に
う
ま
く
の

せ
ら
れ
て
、
木
曽
節
の

踊
り
を
習
う
。

草
津
温
泉
八
時
出
発
。
最
後
の
日

程
で
あ
る
。
殺
生
河
原
白
根
山
を
経

由
し
て
志
賀
高
原
ル
ー
ト
に
向
か
う
。

殺
生
河
原
は
字
の
如
く
裸
の
山
で
硫

化
水
素
の
臭
い
が
い
ち
じ
る
し
く
、

車
中
ま
で
臭
い
が
鼻
を
つ
く
。
飛
ん

で
い
る
鳥
さ
え
も
、
落
ち
て
く
る
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

志
賀
高
原
で
の

ト
イ
レ
休
憩
で
の

風
は
冷
た
く
、
外
は
一
面
枯
れ
ス
ス

キ
、
初
冬
の
気
候
で
あ
る
。
体
感
温

度
十
度
前
後
で
あ
ろ
う
が
、
急
い
で

車
中
の
人
と
な
り
、
善
光
寺
へ
と
向

か
う
。

「
牛
に
連
ら
れ

て
善
光
寺
参

り
」
と
云
う
言
葉
を
聞
く
が
、
其
の

意
味
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
ガ
イ
ド

の
説
明
に
て
解
明
を
得
た
。
あ
る
時
、
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田
舎
の
お
婆
さ
ん
が
洗
濯
に
行
き
、

赤
い
布
を
洗
っ
て
い
る
と
、
突
然
牛

が
現
れ
、
角
に
か
け
て
一
目
散
と
逃

げ
出
し
始
め
た
。
こ
れ
は
大
変
と
、

そ
の
牛
を
追
っ
か
け
て
い
た
処
、
現

在
の
善
光
寺
附
近
で
影
が
こ

つ
然
と

消
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
不
思
議

と
思
い
今
ま
で
信
仰
の
浅
か
っ
た
老

夫
婦
は
悟
る
処
あ
っ
て
、
熱
心
に
心

経
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
其
の
名
は

善
光
妙
法
「
夫
婦
の
意
」
、
相
当
の
苦

行
の
末
、
人
助
け
も
さ
れ
た
の

で
し
ょ

う
、
現
在
の
菩
光
寺
の
本
堂
に
お
二

人
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
参
拝
者
が
後

を
絶
た
な
い
程
の
に
ぎ
わ
い
で
す
。

御
本
尊
は
三
仏
一
体
で
慎
中
に
は
阿

弥
陀
如
来
左
右
は
忘
れ
ま
し
た
が
開

帳
な
し
の
御
本
尊
で
す
阿
弥
陀
如
来

様
よ
り
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
鍵
を
手

＂
に
触
れ
る
と
、
御
利
益

が
あ
り
、
ど

こ
の
宗
派
に
も
関
係
な
く
、
全
国
よ

り
、
お
参
り
が
絶
え
な
い
の
が
善
光

寺
だ
そ
う
で
す
。

原
稿
に
も
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

途
中
は
省
略
さ
せ
て
戴
ぎ
ま
す
。

最
後
の
宿
、
浅
間
温
泉
は
、
日
本

の
屋
根
ア
ル
プ
ス
の
連
山
を
望
み
、

広
潤
な
自
然
が
息
吹
く
信
州
。
こ
の

清
朴
と
し
た
自
然
の
郷
に
、
幾
千
年

の
歴
史
が
静
か
に
流
れ
る
。
こ
の
ホ

テ
ル
を
定
刻
出
発
。
甲
府
昭
和
昇
仙

峡
を
経
由
し
て
石
和
ワ
イ
ソ
工
場
の

見
学
に
向
か
う
。

こ
の
工
場
は
ベ
ル

ト
コ
ソ
ベ
ア
ー
は
昼
食
の
時
間
帯
な

の
で
稼
働
は
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
売
店
に
は
あ
ら
ゆ
る
ワ
イ
ソ
が

並
び
、
飲
み
放
題
で
あ
る
。
変
わ
っ

て
い
た
の
は
メ

ロ
ソ
の
ワ
イ
ソ
、
私

の
口
に
は
一
番
旨
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ワ
イ
ソ
と
云
え
ど
も
、
原
液
は
ホ
ワ

イ
ト
リ
カ
ー「
焼
酎
」
な
の
で
含
め
ば

酔
う
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

程
々
に
し

て
昼
食
場
へ

と
向
か
う
。

チ
ャ
ソ
と

J
A
肱
川
の
看
板
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
炊
き
込
み
ご
飯
が
誠
に

お
い
し
か
っ
た
。
ご
飯
が
う
ま
い
と

思
っ
た
の
は
、
こ
こ
だ
け
で
し
た
。

他
の
夕
食
の
飯
の
ま
ず
い
こ
と
、
ブ

レ
ソ
ド
米
の
せ
い
だ
っ
た
か
と
、
炊

き
方
が
悪
い
せ
い
だ
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
グ
ル
メ
と
ア
ル

コ
ー
ル
に
は
趣
味
の
な
い
私
に
は
、

何
の
為
の
旅
行
か
と
吾
な
が
ら
想
う

の
で
す
が
、
騒
い
で
遊
ぶ
の
が
好
き

な
ん
で
す
：
…

•
O

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
あ
る
婦
人

団
体
が
旅
行
に
来
ら
れ
、
朝
バ
ス
の

中
で
眠
そ
う
な
の
で
、
タ
ベ
は
よ
く

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
と
聞
く
と
、

そ
の
返
事
曰
く
、
男
が
変
わ
っ
た
の

で
輿
奮
し

て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旅
行
中
に
不
倫
か
と
思
っ
た
そ
う
で

す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
理
解
で
ぎ
ま

し
た
。
ハ

テ
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
。

ボ
ヶ
防
止
の
た
め
考
え

て
下
さ
い
。

ヒ
ソ
ト
は
お
母
音
の
一
字
で
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
と
旅
を
す
る
機

会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
さ
れ
、
又
の
お

会
い
で
き
る
チ
ャ
ソ
ス
を
願
っ
て
拙

文
を
終
わ
り
ま
す
。

御
同
行
の
土
居
さ
ん
、
誠
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
御
同
行
を
お
願
い
い
た
い
ま
す
。

保
険
の
対
象
に
な
る
損
害
は
、
本

数
被
害
率
一
五
％
以
上
（
新
植
の
場

合
）
で
被
害
面
積

0
・
0
1
h
a
以
上

（注）
、
ま
た
保
険
額
は
二
千
円
以
上

の
場
合
で
す
。

被
害
を
発
見
し
た
場
合
、
す
み
や

か
に
森
林
の
所
在
地
、
樹
種
、
林
齢
、

面
積
等
を
森
林
組
合
に
連
絡
を
さ
れ

ま
す
と
、
後
の
手
続
き
は
森
林
組
合

で
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
損
害
発
生
日
か
ら
二
年

被
害
が
あ
っ
た
場
合

普通標準金額
ha当たり単位： 円

契約時林齢樹種 スギ・ヒノキ その他針葉樹 広葉樹
1年生 570,000 560,000 440,000 
2 680,000 670,000 510,000 

3 830,000 810,000 560,000 
4 940,000 920,000 630,000 

5 1,050,000 1,020,000 660,000 

6 1,170,000 1,080,000 690,000 
7 1,230,000 1,130,000 730,000 

8 1,300,000 1,180,000 800,000 ， l・,420,000 1,290,000 800,000 

10 1,490,000 1,350,000 810,000 

11 1,490,000 1,350,000 810,000 
12 1,500,000 1,360,000 810,000 

13 1,520,000 1,360,000 820,000 

14 1,550,000 1,360,000 820,000 

15 1,580,000 1,360,000 830,000 

16 1,620,000 1,370,000 840,000 

17 1,670,000 1,370,000 以下同じ

18 1,730,000 1,380,000 

19 1,790,000 1,390,000 

20 1,860,000 1,400,000 

21~25 1,940,000 1,400,000 

26~30 2,450,000 1,460,000 

31~35 3,150,000 1,540,000 

36~40 4,040,000 1,630,000 

41年以上 5,110,000 1,750,000 

保
険
金
1
1
普
通
標
準
金
額
＊
被
害
面
積

二
保
険
金
の
計
算

通
常
、
保
険
金
は
普
通
標
準
金
額

（
表
）
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
。
普
通
標

準
金
額
は
損
害
時
発
生
時
に
受
け
取

る
ha
当
た
り
最
高
限
度
額
で
す
。

つ
ま
り
損
害
発
生
時
の
林
齢
・
樹

種
に
相
当
す
る
普
通
標
準
金
額
に
被

害
面
積
を
乗
じ
る
と
保
険
金
（概
算）

に
な
り
ま
す。

てわ の体続営を造 つ あをやた 施で
おるは 的き保受林森い今り補わ場加行‘ム

今△吟
7 

りも保には険けの林て回ま償ら合入地乾年 £izし£i
まの険 は森にた補組紹はすすげに者が燥植
すは期苗林加施助合介‘°るる少の見 V

°保間木組入行事がし森
こ栽£

△ギ△

森たし森ら
、公

険十の合し地業窓ま林 林めで林れる f
よし△ ヒ △

期年植でてはで口す国 国‘もにま被； £ ノ 公

四畜整豆ぢ必、開店゚喜 喜繋靡讐す。空キ、公キニ会：
年 間係てまず金っ 険 険 そ 的 か 思ヒ
と伐わおす森のて 制 制の損発 わノ

△を△
なにるり゜林交い 度 度損失生 れキ~.~直£
つ係 も 具 手 国 付 る に が 害 を し る林£*＊公

△さ△
の場 が を
対合故超£

△れ△
△ 

象‘ 意 え
とま ま

△た△
は たたと

る△方 △

な森は時公ぃへ~£
り 林 重 効 £a)公
ま 病 大に
せ虫 な な

△ぉ△
ん 獣過 る△知△

害゚ 失 他 £ £ 
は に ‘△ら△
保よ損 £［せ£
険 る 害¢凶〉公凶〉

三

被
害
跡
地
等

被
害
地
（
造
林
補
助
事
業
分
）
で
あ

っ

て
も
保
険
金
を
受
け
取
り
、
補
植
を

行
う
場
合
、
一

般
造
林
事
業
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
一
般
造
林
事
業
は
施

行
面
積

0• 

I
ha
以
上
を
自
力
で
行

う
場
合
で
（
そ
の
他
は
通
常
補
助
事

業
と
同
じ
）
造
林
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。*

＊

*
 

今
年
は
、
損
害
件
数
が
多
く
保
険

の
手
続
き
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
ま

た
補
植
用
苗
木
の
取
り
扱
い
や
、
補

助
事
業
の
申
請
の
関
係
も
あ
る
た
め
、

被
害
報
告
は
で
き
る
だ
け
十

一
月
上

旬
ま
で

に
森
林
組
合
に
連
絡
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
：
被
害
面
積
）
被
害
木
と
残
存
木

が
混
交
し
て
い
る
場
合
は
、
本
数
の

割
合
に
よ
っ
て
被
害
面
積
を
算
出
し

ま
す
。

林
業
改
良
指
導
員

n
μ
|
 

秒
J
I
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I~言囀- ＿ふ・' l 
i -， i 

t 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．， i 
i i 
！ 平成 6年 9月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
i 県森連市況！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日平成 6年 10月 4日 ！ 

市売数呈 • •700ケース 13, 900kg 

i スギヒノキマッ 平 均 単 価 3,680円 i 
i長さ末口径 その他銘柄別単価

i 直曲がり直曲がり 直 i i 7 CID下本 458本 235本 668本 403 松パル プ 銘柄 価 格 相 場 銘 柄 価 格相 場 t
8 CID上本 468本 353本 878本 751 末 口 7cm こうこ 4,300~6,100 保特用大 4,200~6,300 強 ， 

• 14 mll-3 CID上24.500 I ・ -I 53. ooo I ・ -l1scm上22,000長さ 1.8m 9,500円／ m• 大厚 特用中 3,500~6,800 強

i 且:土爵認 二悶’ば腐 二悶ご’盟 中厚 ～ 特用中小 3,500~5,500 強 i
i 7CID下本 212本 53本 222本 53 雑パルプ 中小厚 3,000~6,000 強 特 用 小 3,300~4,600 保 t 
t I Is CID上本 340本 340本 353本 353 末口 7 cm 

i ll CID上17,800 29,800 長さ 1.8m 
小 厚 3,000~4,500 強大パレ 2,500~5,000 保 ！

i 
3m 13 CID上25,900 I -I 46, 600 I -118cm上21,000 12,150円／m• 大ウス 3,200~6,500 強中パレ 2,300~5,500 保 ！ 

t 18 CID上21,500 -43,000 - 4cm上23,000 中 ウ ス 2,700~6,900 強小パレ 1,200~2,800 保 i 

I ;；［冒I冒，虚旦:毒］霊:13: ：；［：こcm) 〗ミロ； 予重！］祖！ 琶季号：ウノ言 ； ：：呈言II 
i 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 出品品柄は並品が中心であった。相場は全般的に保合～堅調で推移 ＇ 

特市御協力ありがとうございました。 した。 ' 4 備考 良材、枝打材出材多く、買方多数参加で活況。杉、桧共に良材強気。i 一般材は杉保合。桧 3m6m柱弱保合。中目保合。松保合。 どんこ系、進物系（大、中ウス葉）は依然として強いが、パレ葉は保 ＇ 
←--------- ---------_＿」

クヌギ13年生

H6.10.6写

合で推移。

タテ1.5m、ヨコ1.5m
10a当り450本植

大駄場（日本きのこセンター肱川測点）

r--------------------------------------------, 
クヌギ造林をすすめ、クヌギ林808haとな り、 原木は出 ：

来たが、円高と安い中国産椎茸の輸入により 、乾椎茸の単：

価が安―く、 生産量が激減している。

： 今こそ原木による、高品質の椎茸生産を（堀井） ＇ 
L-------------------------------------------J 
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ル
く
ん
煙
剤
や
ユ
ー
ピ
ー
グ
レ
ソ

A

一
野
菜
―
`
〗
[

□い
口
戸“
K`い
い
げ

抑
制
き
ゅ
う
り
ー
病
気
の
防
除
ー
使
っ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

現
時
点
で
ハ
ウ
ス
き
ゅ
う
り
に
発
二
、
菌
核
病

生
し
て
い
る
病
害
虫
と
し
て
、
べ
と
灰
色
カ
ビ
病
と
同
様
に
花
着
部
か

病
、
褐
斑
病
、
ハ
ダ
ニ
、
ア
オ
ム
シ
ら
果
実
を
腐
敗
さ
せ
、
病
斑
部
に
は

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
高
白
い
カ
ビ
を
密
生
し
、
後
に
ネ
ズ
ミ

温
・
乾
燥
で
蒸
散
が
多
か
っ
た
為
、
糞
状
の
菌
核
を
形
成
し
ま
す
。
予
防

根
量
不
足
の
圃
場
を
中
心
に
チ
ロ
ー
方
法
は
、
灰
色
カ
ビ
病
の
対
策
に
概

シ
ス
症
状
（
急
性
萎
凋
病
状
に
よ
る
ね
準
じ
て
下
さ
い
。

し
お
れ
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
気
（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師

湿
が
低
下
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
チ
萩
原
佳
津
）

＾
〗
ェJV
ニ
[
[
い
[
[
大
豆
の
収
稲

―

間
が
長
く
な
り
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
大
豆
の
収
穫
・
乾
燥
・
調
整

が
高
く
な
っ
て
く
る
今
頃
か
ら
、
灰
一
、
成
熟
期
の
目
安

色
カ
ビ
病
や
菌
核
病
が
発
生
し
や
す
成
熟
期
の
目
安
は
、
完
全
落
葉
し

く

な

り

ま

す

。

茎

を

ゆ

す

る

と

莱

内

の

子

実

が

カ

ラ

一

、

灰

色

カ

ビ

病

カ

ラ

音

を

た

て

る

時

期

で

す

。

＂
本
病
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
十
五
二
、
収
穫

度
前
後
で
多
湿
条
件
に
な
る
と
発
生
収
穫
は
成
熟
期
に
な
れ
ば
早
目
に

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
咲
き
終
わ
っ
行
い
ま
す
。
収
穫
方
法
は
株
の
抜
取

て
し
ぼ
ん
だ
花
弁
へ
発
病
し
、
幼
果
り
、
バ
イ
ソ
ダ
ー
や
刈
払
機
等
に
よ

の
う
ち
に
花
着
部
か
ら
水
浸
状
に
果
る
機
械
刈
り
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
や

実

を

腐

敗

さ

せ

ま

す

。

含

水

率

が

二

0
％
以
下
で
刈
り
取
る

ま
た
、
病
気
に
侵
さ
れ
た
花
弁
が
と
穀
粒
の
飛
散
が
多
く
損
失
が
増
加

葉
や
茎
に
落
ち
る
と
、
灰
色
の
カ
ビ
す
る
の
で
、
刈
り
取
り
は
曇
天
日
を

病
斑
が
葉
や
茎
へ
形
成
さ
れ
ま
す
。
選
ぶ
か
、
睛
天
日
に
は
、
さ
や
含
水

灰
色
カ
ビ
病
の
予
防
対
策
は
①
ハ
率
の
高
い
午
前
十
時
以
前
ま
た
は
午

ウ
ス
内
の
温
度
を
上
げ
て
乾
燥
さ
せ
後
四
時
以
降
に
実
施
し
ま
す
。

る
。
②
早
期
換
気
に
よ
る
モ
ヤ
拭
き
、
三
、
予
乾
・
脱
穀

少
量
多
回
数
の
灌
水
管
理
な
ど
を
行
っ
刈
り
取
っ
た
大
豆
を
、
架
干
し
等

て
湿
気
を
防
ぐ
。
③
伝
染
源
と
な
る
の
方
法
で
予
乾
し
、
子
実
含
水
率
を

し
ぼ
ん
だ
花
弁
は
こ
ま
め
に
摘
み
取
一
八
％
に
下
げ
て
お
い
て
か
ら
脱
穀

り
、
発
病
し
た
果
実
や
葉
は
見
付
け
し
ま
す
。
子
実
水
分
一
八
％
の
目
安

次
第
ハ
ウ
ス
外
へ
除
去
す
る
。
④
摘
は
子
実
に
爪
を
立
て
る
と
少
し
跡
が

葉
を
行
っ
て
通
風
と
採
光
を
良
く
す
残
る
状
態
で
す
。

る

こ

と

な

ど

が

大

切

で

す

。

四

、

調

整

主
な
農
薬
に
は
ロ
プ
ラ
ー
ル
水
和
仕
上
げ
乾
燥
と
し
て
、
天
日
等
で

剤
、
ス
ミ
プ
レ
ソ
ド
水
和
剤
、
ダ
コ
子
実
水
分
を
一
五
％
以
下
と
し
た
後
、

ニ
ー
ル
一

0
0
0な
ど
が
あ
り
ま
す
。
選
粒
機
や
唐
箕
を
用
い
て
選
粒
し
ま

尚
、
く
ん
煙
剤
と
し
て
は
、
ロ
プ
ラ
ー
す
。

図 1 植栽と間伐（永久樹）
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表 1 クリ主要
品種と受粉樹の
組み合わせ

言

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

弓
達
隆
）

一
果

樹

の

管

理

一

栗
の
植
栽
準
備

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

栗
苗
の
植
栽
適
期
で
す
。
植
栽
を
す

る
前
に
十
分
な
計
画
と
準
備
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

一
、
品
種
の
選
定

栗
は
完
全
な
自
家
不
和
合
性
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
家
受
粉
の
方
を

好
み
ま
す
の
で
、
導
入
品
種
は
二
品

種
以
上
と
し
ま
す
。
ま
た
栽
培
面
積

が
大
き
い
場
合
は
、
収
穫
時
の
労
働

力
分
散
を
考
え
て
三
品
種
以
上
と
し

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
（
表

1
参

照）二
、
植
栽
間
隔
と
本
数

若
木
の
時
は
一
本
当
り
の
収
量
が

上
が
り
ま
せ
ん
の
で
一

0
a
当
り
四

十
本
植
え
と
し
、
間
伐
を
行
い
二
十

本
に
し
ま
す
。
（
図
1
参
照
）

ま
た
栗
は
風
媒
受
粉
で
す
の
で
風

の
吹
く
方
向
に
対
し
て
、
直
角
に
品

種
を
配
置
し
た
方
が
受
粉
効
率
が
高

ま
り
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

菊
池
明
）

技
師

技
師

一

畜

産

―

硝
酸
塩
中
毒
に
つ
い
て

今
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
が
続
く
と
、

飼
料
作
物
に
硝
酸
態
窒
素
が
多
量
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
糞
を
多
量
に
投
入
し
て

い
る
ほ
場
や
飼
料
作
物
を
若
刈
り
し

た
場
合
に
発
生
が
多
く
、
さ
ら
に
葉

部
よ
り
も
茎
部
に
多
く
蓄
積
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

硝
酸
態
窒
素
含
量
の
高
い
飼
料
を

牛
に
給
与
す
る
と
、
血
液
の
酸
素
運

搬
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
呼
吸
困
難
や
貧
血
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
、
急
性
の
場
合
は
死
亡
し

ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ソ

A
が
破
壊

さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン

A
欠
乏
の
症
状
が

出
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、
繁
殖

障
害
、
慢
性
乳
房
炎
な
ど
が
あ
り
ま

す。
硝
酸
塩
中
毒
は
、
牛
の
健
康
状
態

や
併
用
す
る
飼
料
の
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
硝
酸
態
窒
素
は
体
重

五
0
0
槌
の
牛
で
一
日
当
た
り
五
五

g
、
一
回
当
た
り
五
0

g
が
急
性
症

状
の
限
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ー
ジ
に
す
る
と
、
硝
酸
態

窒
素
含
量
は
低
下
し
ま
す
が
、
水
溶

性
の
た
め
、
サ
イ
ロ
の
下
部
ほ
ど
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
含
量
の
高
い
も

の
で
す
と
、
サ
イ
ロ
内
で
還
元
作
用

に
よ
り
赤
褐
色
の
二
酸
化
窒
素
ガ
ス

が
生
成
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ガ
ス
は
猛
毒
で
、
空
気
よ
り
重

く
、
サ
イ
ロ
内
に
漂
い
、
死
亡
事
故

の
原
因
と
な
る
の
で
、
注
意
し
て
下

さ
い
。飼

料
成
分
の
分
析
は
、
無
料
で
出

来
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
利
用
し
て

下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

峯
下
寿
樹
）

技
師

11
月
1
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
2
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
4
日
（
金
）
宇
和
川
南
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

11
月
8
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
9
日
（
水
）
岩
谷
方
面

11
月
10
日
（
木
）
大
谷
方
面

11
月
15
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
16
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
17
日
（
木
）
宇
和
J
南
方
面

11
月
21
日
（
月
）
岩
谷
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

11
月
22
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
24
日
（
木
）
大
谷
方
面

11
月
29
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
30
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
醤
油
配
達
予
定
表

11
月
11
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

11
月
18
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

11
月
2
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

11
月
4
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
1月
8

日
（
火
）
藤
野
原
•
町

11
月
10
日
（
木
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

11
月
12
日
（
土
）
久
保

11
月
15
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

11
月
17
日
（
木
）
広
常
・
影
地

11
月
18
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

11
月
19
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

11
月
22
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

11
月
25
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

11
月
28
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

11
月
30
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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゜
国際家誤年を考える

＝家族からはじまる小さなデモクラシー＝

国
際
家
族
年
制
定
の
背
景

(
u
,
 蜆

し

0
、
?f

ぶ

wぷ
員
1
9

子

ど

も

の

権

利

条

約

（第

7
、8
条）

●
子
ど
も
の
権
利
と
は

子
ど
も
は
、
十
八
歳
未
満
の
す
べ
て
の

者
を
い
い
ま
す
。
そ
の
人
種
、
皮
膚
の

色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
意
見
、
出
身
、

財
産
、
障
害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
差

別
な
し
に
、
そ
の
権
利
は
尊
童
さ
れ
、

最
善
の
利
益
を
確
保
さ
れ
ま
す
。

（
第
1
、2
、3
条）

家
族
は
、
社
会
に
お
け
る
重
要
な
基
礎
的
単
位
で
す
。
し
か
し
近

●
名
前
・
国
籍
を
得
る
権
利

年
、
核
家
族
化
や
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
従
来
の
家
族
の
あ
り
方

子
ど
も
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
名
前

が
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
構
成
員
、
特
に
幼
児
、
高
齢

と
国
籍
を
得
る
権
利
を
も
ち
、
そ
の
身

者
、
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
必
要
な
援
助
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
問

題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
家
族
の
概
念
を
超

元
は
保
全
さ
れ
ま
す
。

え
て
家
族
形
態
の
多
様
化
も
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
、
社
会
、
文
化
の
状
況

に
応
じ
た
家
族
の
姿
と
家
族
問
題
へ
の
対
策
を
今
一
度
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
が
国
際
家
族
年
制
定
の
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

゜

「
国
際
家
族
年
」
の
原
則
と
目
的

国
連
で
は
、
国
際
家
族
年
の
実
施
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
原
則

と
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
生
き
る
権
利

原
則
で
は
、

●
社
会
は
、
家
族
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
家
族
の
責
任
を
完
全

に
果
た
せ
る
よ
う
に
、
世
界
人
権
宣
言
等
の
規
定
に
従
い
、
可
能
す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
生
き
る
権
利
を

も
ち
、
そ
の
生
存
と
発
達
は
最
大
限
に

な
限
り
幅
広
い
保
護
と
援
助
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

確

保

ざ

れ

ま

す

。

（

第

6
条）

●
国
際
家
族
年
は
多
様
な
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
対
処
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

●
家
族
内
の
個
人
の
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
人
権
と
基
本
的
自
●
市
民
と
し
て
参
加
す
る
権
利

子
ど
も
は
、
自
分
の
意
見
を
自
由
に
表

由
の
促
進
を
求
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

明
す
る
権
利
、
ま
た
、
思
想
・
宗
教
の

●
政
策
は
、
家
族
に
お
け
る
男
女
の
平
等
の
強
化
を
め
ざ
し
、
家
庭

自
由
、
結
社
・
集
会
の
自
由
の
権
利
を

内
の
責
任
の
よ
り
完
全
な
分
担
及
び
雇
用
機
会
を
も
た
ら
す
も
の

•
•
も
ち
ま
す
。
ま
た
い
か
な
る
子
ど
も
も
、

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
目
的
は
、

一
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
干
渉
さ
れ
た
り
、

●
地
方
、
国
、
国
際
レ
ペ
ル
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
問
題
に
ご

つ
い
て
、
一
人
一
人
の
関
心
を
高
め
、
家
族
の
大
切
さ
や
、
そ
の
名
巻
を
傷
つ
け
ら
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
第
1
3
、
1
4
、

15
、
16
条）

社
会
的
な
役
割
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
家
族
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
子
ど
も
の
権

．
 

禾
難
民
の
子
ど
も
は
、
人
道
的
な
保
護
を

う
け
、
家
族
と
再
会
す
る
た
め
の
支
援

を
う
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
少
数
者
や
先

住
民
族
の
子
ど
も
は
、
自
分
た
ち
の
文

化
、
宗
教
、
言
語
を
使
用
す
る
こ
と
が

保
障
さ
れ
ま
す
。
（
第
2
2
、

30
条）

●
障
害
児
の
特
別
の
権
利

精
神
的
ま
た
は
身
体
的
に
障
害
を
負
う

子
ど
も
が
自
立
し
、
地
域
社
会
に
積
極

的
に
参
加
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
、

特
別
な
ケ
ア
が
う
け
ら
れ
ま
す
。（第

23
条）

●
健
康
・
医
療
へ
の
権
利

子
ど
も
は
、
最
高
水
準
の
健
康
と
医
療

を
享
受
す
る
権
利
を
も
ち
ま
す
。
と
く

に
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下
、
母
親
の
健

康
管
理
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー

な
ど
を
通
じ
て
そ
の
実
現
が
め
ざ
さ
れ

ま

す

。

（

第

24
条）

●
生
活
水
準
へ
の
権
利

す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
そ
の
身
心
の
発

達
に
十
分
な
生
活
を
え
る
権
利
を
も
ち

ま
す
。
と
く
に
栄
養
、
衣
服
、
住
居
は

十
分
に
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

。

（

第

2

7

条

）

●
教
育
を
受
け
る
権
利
、

す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
平
等
に
教
育
を

う
け
る
権
利
を
も
ち
ま
す
。
初
等
教
育

は
義
務
・
無
償
化
さ
れ
、
世
界
中
か
ら

無
知
や
非
識
字
を
な
く
す
努
力
が
な
さ

れ
ま
す
。
ま
た
教
育
の
目
的
は
、
子
ど

も
の
身
心
の
全
面
的
な
発
達
と
し
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

（
第
2
8
、29
条）

●
搾
取
や
虐
待
か
ら
守
ら
れ
る
権
利

子
ど
も
は
、
経
済
的
搾
取
、
有
害
労
働
、

麻
薬
、
性
的
搾
取
、
虐
待
、
誘
拐
、
売

買
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
搾
取
か
ら

保
護
さ
れ
ま
す
。（

第
32
、33、

34
、
35
、
36
条）

●
武
力
紛
争
か
ら
保
護
さ
れ
る
権
利

十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
を
敵
対
行
為
に

直
接
参
加
さ
せ
ず
、
ま
た
武
力
紛
争
下

に
お
け
る
子
ど
も
を
保
護
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん

。

（

第

38
条）

●
子
ど
も
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
に

締
約
国
は
、
条
約
に
あ
る
子
ど
も
の
権

利
を
実
施
す
る
た
め
に
法
律
的
お
よ
び

政
治
的
な
措
償
を
と
り
ま
す
。
国
は
、

最
大
限
の
努
力
を
行
い
、
必
要
な
ら
国

際
強
力
を
求
め
そ
の
実
現
を
め
ざ

し
ま

す

。

（

第

4

条

）

※
未
来
を
築
く
子
ど
も
達
に
明
る
い
笑

顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
家
族
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。
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優勝

正山分館

2位

大谷分館

3位

中央 B

得 点 表

分 館

種 目

戸緑門I賢T|？言圧I門，口I?；B) 
順位 累順位 累

得点 t―
 

,, .. 
01 

計

第
三
十
四
回
町
民
運
動
会
を
十
月

十
日
（
体
育
の
日
）
肱
川
中
学
校
グ
ラ

ウ
ソ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

昼
前
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り

頭 脳 プ レ 6
 

人 の 7
 

6
 

リ
1

月 途 多

も う 離

魔法のじゅーたん

3 0 0オ

風 の

さ

リ

又

大 ム ヵ フー

な

レ

これでいいのだ！

叫
す
／
ー
乞
／
5
瓦
／
ー
―
①
位
＇
応
／

4
-
し
勺
一
い
令
一
幻
灯
一
し
勺
一
し
／
3

J訓レプロード渭知這”

Jリーグに挑戦！
明日へのゴ ー ル

みん な で ジ ャ ン プ

7
 
11 

15 

18 

24 

28 

31 

34 

36 

.39 

43 

残
念
な
が
ら
前
種
目
の
消
化
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
応
援
合
戦
や

団
体
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
熱
心
な
練
習

ゃ
、
花
形
と
い
わ
れ
る
競
技
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
し

こ。t
 そ

の
よ
う
な
中
で
正
山
分
館
が
大
谷

分
館
の

V

3
を
阻
止
し
て
優
勝
し
ま
し

正山分館が

V 

雨のため中止
玉 入 れ 競 争

女 子年齢別リレ ー

男子年令別リレー

こ。t
 最

後
ま
で
頑
張
っ
た
選

手
の
皆
さ
ん
を
始
め
と
し

て
、
熱
い
応
援
を
続
け
て

い
た
だ
い
た
方
々
、
体
育

委
員
、
準
備
、
進
行
、
記

録
等
裏
方
と
な
っ
て
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

総 合 得 点 63 58 32 38 41 43 

総 合 順位 ー 2
 

6
 

5
 

4
 

3
 

闘柳入岡
～つりはし川柳会～

(15) 

破
調
（
調
子
は
ず
れ
）
の
句
の
中
で
案

外
に
多
い
の
が
、
中
八
の
句
で
あ
る
。

こ
れ
は
少
し
気
を
つ
け
る
と
簡
単
に
な

お
せ
る
句
が
多
い
。

0
嘘
泣
き
も
た
ま
に
は
し
て
み
る

た
ま
に
し
て
み
る

0

泣
き
ご
と
は
言
う
ま
い
と
決
め
て

言
う
ま
い
と
決
め

〇
甲
子
園
勝
っ
て
も
負
け
て
も

勝
つ
も
負
け
る
も

0

男
だ
ろ
う
泣
い
て
は
い
け
ぬ
と

泣
く
で
は
な
い
と

0

泣
き
た
さ
を
笑
っ
て
ご
ま
か
す

笑
顔
で
か
く
す

一
字
除
け
て
も
意
味
が
通
じ
れ
ば
良

い
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
一
字
入
れ
て
念
を

押
さ
ず
と
も
良
い
の
は
、
中
七
に
し
て

破
調
で
な
く
す
る
事
は
作
句
す
る
上
で

大
切
な
事
で
あ
る
。

生
き
て
い
く
1
1

生
き
て
く

照
っ
て
い
て
も
1
1

照
っ
て
て
も

待
っ
て
い
る
1
1

待
っ
て
る

乗
っ
て
い
て
も
1
1

乗
っ
て
て
も

降
っ
て
い
て
も
1
1

降
っ
て
て
も

こ
れ
ら
の
よ
う
に
傍
線
を
引
い
た
文

字
は
無
く
て
も
意
味
が
通
じ
る
か
ら
字

余
り
に
な
り
そ
う
な
時
は
、
よ
く
注
意

し
て
、
省
略
で
き
る
文
字
は
省
略
し
て
、

五
七
五
を
守
る
様
に
気
を
つ
け
る
事
で

あ
る
。
何
度
も
言
う
が

「
句
を
作
り
っ

ぱ
な
し
」
に
し
な
い
、
句
を
作
っ
た
ら
、

も
う
一
度
読
み
な
お
し
て
見
る
、
こ
の

こ
と
だ
け
で
も
実
行
し
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。



c。穏R。頷） ― 鯛瞬 (14)

記録集

出た数字が勝負の別れめ
（二人の和）

スッポンのように首を長く 体力勝負
（頭脳プレ ー）

J
 

しっかりにぎって
（もう離さない）

10人の足並みそろえて
（大ムカデ競争）

こ
ー
コ
＝

-，， 

—•--ぐ-

、---水の代わり社風船で
（前途多難）

どれにしようかな
（宝物み 一 つけた）

脚力強く
（風の又三郎）

こんなかっこうで失礼します
（これでいいのだ）



(15) c。穏）。座） 怨固證隠 鯛瞬

力強い引きまた引き
（綱引きリーグ戦）

第34回

町民運動会

雨のため 3チームしかできなくて残念
（応援合戦）

ヽ ＿＿

声高らかに応援団

視線も集中 熱心な応援

ラムネの味はいががでしたか？
（くいしんぼ～万歳）

雨の中最後の競技となりました
(Jリーグに挑戦！明日へのゴール）

一
--=-・ •.. 

ー・一 ~ ． 

~ -¥ユ→←ニ．ー
一口，

手早やく進もう
（パルプロード“紙の道）

そーれ飛んでけ
（魔法のじゅーたん）



c。憶）。座）

女子バレー県大会出場
8月27. 2 8日

県総合運動公園
おしくも初戦敗退

‘‘ ＿ 

喀

総

...青年団だより…

邸 麟 (16)

a 
明日を見つめて～

んさ枝明岡中

皆
さ
ん
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
中
岡
で
す
。

何
を
す
る
の
も
初
め
て
な
の
で
、

「大
丈
夫
か
な
？
仕
事
で
き
る
か
な
？
」

そ
ん
な
不
安
が
頭
か
ら
離
れ
な
く
朝

を
迎
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

入
っ
た
頃
は
、
な
ん
だ
か
バ
タ
パ
タ

と
い
そ
が
し
い
日
が
続
き
‘
―

つ
の

こ
と
が
や
っ
と
で
、
一
日
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
て
何
度
か
失
敗
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
頂
い
て
い
る

う
ち
に
、
心
が
だ
ん
だ
ん
と
落
ち
つ

き
不
安
と
い
う
言
葉
も
忘
れ
仕
事
に

目の
2 ー,,.

: 
g 

泌
・し

｀
 

みんなでハイ チーズ

＇
，し，

＇

も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
、
も
う
す
ぐ
一
年
を
迎
え
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
が
あ
る

と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
四
月
よ
り
肱
流
苑
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
初
日
と
も
あ
っ
て
少
し

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
、
地

区
別
に
高
齢
者
の
方
が
来
苑
さ
れ
、

い
ま
で
は
少
し
ず
つ
仕
事
内
容
も
分

か
り
、
会
話
が
は
ず
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
（
士
）
、
県
の
総
合
運

動
公
園
体
育
館
に
お
い
て
、
青
年
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
猛
暑
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

試
合
直
前
の
相
手
チ
ー
ム
の
厳
し
い

練
習
を
見
て
、
『
私
達
は
、
楽
し
く
プ

レ
イ
し
よ
う
ね
。
気
楽
に
ね
』
と
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。

初
戦
突
破
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
カ
バ

ー
し
、
声
を
か
け
合
い
、

和
気
謡
々
と
し
た
、
い
い
試
合
で
し
た
。

み
ん
な
お
疲
れ
様
。

プ・9 

＼支，ー・

・ニ 慢 と言えば、オーストラリア製のジャオス
バーと、 I P F940のフオグランプです。グリ

ルガードと言えば、ジャオス、フオグランプと言えば、 IPF 
これしかないですね。これ以上のものは無いと言っていいでしょ
う。他にも、ワーク製アルミホイル、EGRジャパンのバイザー
そしてNARDIのステアリングです。これからも大切に乗り

たいです。

Asu料朽W ―"a.chine

僕愛用の車を紹介します。トヨタハイラックス、
ピックアップSSRと言うすばらしい車です。天

気のいい日に、ハイラックスでドライプすると風

と友達になれたような、そんな気持ちにさせてく
れる車です。

令は、 4駆の時代です。みなさんも4駆に乗っ

てみませんか、いろんな所へ行けて楽しいですよ。



(17) c。iR。領） 堡辰匪隠
鯛 瞬

‘‘ 
4
V
 

L
 戸リレや．

ヽ
{翌

森”ぃ．

c 
掌叩

係＼さ

ーのおー
--)-... 

でし仁o

.__--. 

•I/

.

r>

OLい
＞
．
＼
＼
．
＼
r

町民うん動会

青年のみなさん

おつかれさまです
-Potograph集一

真剣な表情！

記録係さん ►

むi}
《し9,b

ーミンク•ヽI ぃ
たり (J し冷
ふ）ぷ学）し

ちょっと ►
大変そう

つ

. JJJ,,,.' 
もう

ち よ と

糾氾つ
て：

今
回
は
町
民
運
動
会
な
ど
行
事
が
多

く
あ
っ
た
た
め
、
ニ
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

「

A
S
U
K
A
」
を
書
く
こ
と
に
な
り
余

裕
が
で
き
て
広
報
委
員
と
し
て
は
、
今

月
号
は
非
常
に
書
き
や
す
く
、
納
得
い

く
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
町
民

運
動
会
で
は
雨
の
中
で
一
生
懸
命
や
ら

れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
役
員
の
み
な

み
な
様
、
本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し

こ。t
 ニ

ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
、
す
み
か
ら
す
み
ま
で
お

読
み
下
さ
い
。

や
編
集
あ
と
ば
な
し
ぶ
f

と
休
み

~
 

準
備
係
も
び



c。籠）。座） - 饂額尋 (18)

1 1月 行事予

⑮し⑮営

定'‘表
1 肱川町防災の日 中旬 防火パレード

2 第5回熱き風心を開く人権集会 18 町内音楽発表会（中野小）

3 大谷秋祭り 22 定例部落長会

7 行政相談 23 第（町10民回グひラじソかわふれあいまつり
7 • 21 心配ごと相談 ド）， 客神社秋祭り 23 肱（ト川町教育美術展覧会
13 中野三嶋神社秋祭り レーニソグセソター）

14~16 趣味の作品展（風の博物館） 25 シルバーボラソティア研修会
15 （こ風とのぶ博き物文館化）フェスティバル

（肱川町公民館）
28 税金等出張受入れ

15 農業委員会

協中

” 生野

*
＊
＊
＊
＊

|
＊
 

＊
 

＊
 

＊
・
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 

＊
 

*

＊

＊

＊

＊

*

 

沖

吉

膿

さ

ん

(68
歳）

沖

嘉

子

さ

ん

(66
歳）

内
田
洋
子
さ
ん

(45
歳）

徳
本
幹
寿
さ
ん
（
肱
川
町
小
藪

有
友
民
子
さ
ん
（
喜
多
郡
河
辺
村

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

'

|

⑤
 

⑤
 

‘⑮
 

⑤
ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご

ざ

い

ま

す

⑮

⑮
 

⑮
 

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

1 1月の日曜・祝日当直医

日-3 ---

当直医

士居内科外科
（五十崎町西沖）

小川整形医院
（大洲市三の丸）

藤本医院
（五十崎町下町）

中塚内科医院
（大 洲 市 西 大 洲 ）

植木医院
（五 十 崎 町 下 町 ）

東大洲城戸眼科
（大 洲市）

高橋医院
（五 十 崎 町 本 町 ）

且賃）― 

大 久保内医院
~- （大 洲 市 八 多 喜 ）

惹三腎ー了守1 ござ—

皇丸日
ニ 佐々木整形外科

（五 十 崎 町 上 村 ）

ぷ〗＝ 菊原外医院
（ 大洲市若宮）

i2 7＃］一~--日三—
手~; -―二→―戸＝ 松本整形外科

五←― （内子町 17区）;-t寸＿五三）□石村整形医院
-と―—こ三ーニ （ 大洲市若宮）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してからお出
かけください。

且 電 話
救 急 病 院

44 - 5521 曜 日 病 院 名 電 話

24 - 060 

44-221 

24 - 101 

44- 201 

26- 113 

23 - 5596 

44-2561 

43-0101 

市立大、洲病院

加 戸 病 院

大、洲中央病院

担

当

相

談

員

福

田

保

山

本

節

子

椿

本

喜

子

台

本

曙

美

◎
行
政
相
談

▽

日

時

1

1

月

7
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

□1
所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

〔

福

田

保

委

員

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

二
五

0
八

11
月

21
日
（
月
）

11
月

7
日
（
月
）

相

談

日

24- 2151 

24- 5101 

24-4551 

直

■ご
璽
玉
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

t
4時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

24 - 4646 

44 - 5533 

23 - 5767 

午
前
9
時
30
分

ー

12
時

11
月
9
日
（
水
）
一
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

一

場

所

一
時

間

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ 午

後

1

タ
ー

ー

2

時

11
月
30
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン

日

程

一
場

所

時

間

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

時

間

~
 

一
午
前
9
時
30
分

ー

11
時
30
分

11
月
8
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

一
午
前
9
時
30
分

ー

11
時
30
分

11
月
17
日
（
木
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

一

場

所

時

間

鴻

1

閲

間

11
月
4
日
（
金
）
い
洲
議
商

□午
前

10
時

：
午
後
～
4
時

日。
C
X四

◎
幼
児
教
室

◎
ム

シ
歯
予
防
教
室

日

程

◎
社
会
保
険
出
張
相
談

11月
8
日
（
火
）

（
午
前
9
時
ま
で
）

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

▽
日

時

◎
元
気
じ
る
し
教
室

時

間

午
前

10
時
ー

11
月
28

日
（
月
）
一
肱
川
町
公
民
館
＿
午
後

2
時

◎
11
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日
1
1
月
15
日
（
火
）

（
出
す
の
は
1
1
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

日

程

場

所

＿
午
後
1
時
30
分

ー

3
時
30
分

11
月
14
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

一

時

間

◎リハビリ教室

11 

孔 日

，日ー 、

程
金

塁 大 J 岩 子大

谷 A 谷 和洲 場
セ

公 予 公 JI I 
ン‘‘

ェ縫
夕 民 子 民 所
l 館 林 館 場製

?i 
I言2 t 午後I 

？孟 ？孟 ？孟 時
3 2 1111 1010 9 9 
時時 時時時時時時

雰 30 20 分30分10 ＇間分 分

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

11
月
21
日
（
月
）

＿予
平
林
尽

午
前
10
時

～
 

午
後
2
時

日

程

場

所

時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室
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